
施設名・区分 利用料金
（全面１時間当たり・予定）

人工芝球技場

平日 2,500円

土日祝日 3,000円

照明設備 1,000円

コミュニティルーム 400円

※開場時間は午前７時～午後９時▷時間区分など詳しくは
4月下旬に市ホームページなどでお知らせします。
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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。
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５
月
１
日
か
ら
申
し
込
み

受
付
を
開
始
し
ま
す

■
６
・
７
月
利
用
分

申
し
込
み
方
法　

オ
ー
パ
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム
（
登

録
者
の
み
）
ま
た
は
市
民
総
合
体

育
館
窓
口
で
（
先
着
順
▽
市
外
の

人
は
６
月
１
日
か
ら
受
付
）

■
８
月
以
降
利
用
分

申
し
込
み
方
法　

①
利
用
月
の
３

か
月
前
の
１
日
〜
10
日
に
シ
ス
テ

ム
で
抽
選
申
し
込
み
（
市
内
の
団

体
登
録
者
の
み
▽
11
日
抽
選
）、

施設イメージ図

◉
今
月
の
焦
点
１　

下
里
運
動
公
園
・
人
工
芝
球
技
場
が
６
月
オ
ー
プ
ン

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で

ま
ち
を
元
気
に
！

ス
ポ
ー
ツ
は
、
暮
ら
し
の
中
の
楽
し
み
、
青
少
年
の
教
育
、
そ
し
て
地
域
の
交
流
を
促
し

健
康
を
維
持
増
進
す
る
も
の
と
し
て
、
多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
支
え
る
新
た
な
場
と
し
て
６
月
１
日
、

人
工
芝
球
技
場
を
備
え
た
下
里
運
動
公
園
が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

そ
の
力
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

天野山
金剛寺 天野山キャンプ場

天野少年
球技場

赤峰
市民広場

花の文化園

下里運動公園

上原町
外
環

下里総合運動場

奥河内
くろまろの郷

■施設の概要（約21,000平方㍍）
①人工芝球技場（夜間照明設備あり）
　サッカーコート１面（公式試合サイズ105㍍×68㍍
　▷子ども用〈68㍍×50㍍〉で使用する場合は２面▷
　ラグビーやグラウンド・ゴルフなどでも使用可）
②管理棟（２階建て）
　コミュニティルーム、管理室、放送室、ロッカー室など
③公園設備（芝生広場、遊具など）
④観覧席（約250人分）
⑤駐車場（約160台分）・駐輪場（約50台分）
■指定管理者
特定非営利活動法人河内長野市総合スポーツ振興会
（市民総合体育館内、☎65-0121）

②
同
12
日
〜
18
日
に
シ
ス
テ
ム
で

抽
選
結
果
の
確
認
と
当
選
分
の
利

用
申
請
、
③
同
12
日
〜
利
用
当
日

に
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
体
育
館
窓
口

で
空
き
利
用
申
し
込
み
（
先
着
順

▽
市
外
の
人
は
利
用
月
の
２
か
月

前
の
１
日
か
ら
受
付
）

※
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
方
法
な
ど

詳
し
く
は
市
民
総
合
体
育
館
（
☎

65
・
０
１
２
１
、
受
付
は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分
・
月
曜
〈
祝

休
日
の
場
合
は
翌
日
〉
休
館
）
へ

問
い
合
わ
せ
を
。



市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

下里運動公園などに
車椅子が寄贈されました

　１月19日、社会福祉活動に取り組む
南花台れんげグループ（新

あら

居
い

玲
れい

子
こ

代表）
から市に車椅子２台が寄贈されました。
車椅子は下里運動公園と消防庁舎に配備
し、来訪される障がい者や高齢者などに
広く使用していただきます。

未来のなでしこが全国大会に出場
　南河内地区の女子小学生混合チーム
「M

ミ ー ド レ イ

edley G
ガ ー ル ズ

irĺ s FC」に所属する（写真左か
ら）柏

かし

原
はら

希
のぞ

泉
み

さん（三日市FC）、須
す

山
やま

陽
ひ

菜
な

さん（加賀田FC）、田
た

中
なか

凛
りん

さん（長野FC）
が２月５日、市役所を訪れ、同27日に開幕
する「びわ湖カップなでしこサッカー大会
（U-12）」への出場を芝田市長に報告しまし
た。同チームは、大阪、関西大会を突破し、
全国大会への出場権を勝ち取りました。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

市
長　

芝
田  

啓
治

　

６
月
、
人
工
芝
球
技
場
を
メ

イ
ン
と
し
た
下
里
運
動
公
園
が

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
の
競
技

を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
交
流
の
場
と
し
て
、
市
内
外

の
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
施
設
で
育
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
将

来
、
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る

選
手
が
誕
生
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
と
と
も
に
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
河
内
長
野
市
と

な
る
よ
う
、「
奥
河
内
く
ろ
ま

ろ
の
郷
」
な
ど
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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◉今月の焦点１　下里運動公園・人工芝球技場が６月オープン

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
や
市
民
の

み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
を
図
る
重

要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し

て
の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
初

と
な
る
人
工
芝
球
技
場
。
市
民
の

誇
り
と
な
る
施
設
が
で
き
る
こ
と

を
歓
迎
す
る
一
方
で
、
管
理
者
と

し
て
は
、
ま
ち
の
財
産
と
し
て
施

設
を
有
効
に
活
用
し
、
未
来
に
つ

な
い
で
い
く
責
任
の
重
さ
も
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
次

世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
私
た

ち
の
使
命
で
す
。
こ
の
施
設
が
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

山や
ま

田だ 

孝た
か
し

さ
ん
（
市
サ
ッ
カ
ー

連
盟
会
長
）

　

小
学
校
を
拠
点
に
、
少
年

サ
ッ
カ
ー
の
普
及
に
取
り
組
み

始
め
た
の
は
約
40
年
前
。
活
動

は
市
内
に
広
が
り
、
昨
年
は
当

連
盟
チ
ー
ム
出
身
の
丹に

羽わ

大だ
い

輝き

選
手
が
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
に

選
ば
れ
、
今
年
、
念
願
の
人
工

芝
球
技
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
長
年
の
取
り
組
み
が
実
を

結
ん
だ
よ
う
で
感
無
量
で
す
。

　

今
後
も
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し

て
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福ふ
く

本も
と

富と
み

勝か
つ

さ
ん
（
河
内
長
野
ラ

グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
）

　

今
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
全

国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
に
は
、

当
団
出
身
の
５
人
が
選
手
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
数
年
前
、

土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
真
っ
黒
に

な
り
な
が
ら
練
習
を
積
ん
だ
頃

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
の
活
躍

が
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
界
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
追
い
風
の
中
、
人
工
芝
球
技

場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ま

ち
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
選
手

の
育
成
を
目
指
し
て
、
日
々
練

習
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山や
ま

口ぐ
ち

泰や
す

弘ひ
ろ

さ
ん
（
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
）　

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
特
に
高

齢
者
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
平

日
に
人
工
芝
球
技
場
を
利
用
し

た
大
会
を
開
催
し
、
市
内
や
近

隣
市
の
人
た
ち
と
交
流
を
深

め
、
互
い
の
健
康
長
寿
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北き
た

尻じ
り 

平た
い
らさ
ん（
下
里
地
区
区
長
）

　

地
元
住
民
と
し
て
も
下
里
運

動
公
園
の
発
展
を
応
援
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
。
そ
の
た
め

に
も
、
市
と
し
て
周
辺
環
境
の

改
善
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

特定非営利活動法人　　　　　
河内長野市総合スポーツ振興会

理事長　吉
よ し

田
だ

  稔
みのる

 さん

voice
~私たちの思い~ 

　

長
野
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、

昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
全
国
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
、
大
阪
大
会

を
制
し
、
近
畿
大
会
で
準
優
勝
し

て
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
大
会
で
は
、
南
河
内
地
区

大
会
を
勝
ち
上
が
り
、
中
央
大
会

へ
進
出
す
る
と
、
会
場
は
人
工
芝

に
。
そ
の
環
境
に
少
し
で
も
慣
れ

よ
う
と
、
人
工
芝
の
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
で
み
ん
な
で
練
習
し
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

人
工
芝
は
土
に
比
べ
て
プ
レ
ー

し
や
す
く
、
選
手
は
特
別
感
も

あ
っ
て
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
時
を

振
り
返
っ
て
も
今
回
、
こ
れ
ま
で

近
く
に
な
か
っ
た
人
工
芝
の
フ
ル

サ
イ
ズ
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
が
市

内
に
整
備
さ
れ
る
の
は
、
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

全
国
大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

仲
間
と
と
も
に
大
会
を
勝
ち
上
が

る
中
で
得
た
様
々
な
経
験
は
、
負

け
た
時
の
悔
し
さ
も
含
め
て
、
今

後
の
人
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。
今
は
、
僕
た
ち

に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
く
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
、
よ
り
た
く

さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

河内長野市立長野中学校

サッカー部前主将　岡
お か

村
む ら

 康
こ う

平
へ い

 さん

人
工
芝
で
の
プ
レ
ー
は
特
別

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
未
来
へ

む
場
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
特
に

子
ど
も
た
ち
が
競
技
力
の
向
上
を

目
指
す
中
で
、
水
泳
の
藤ふ

じ

井い

拓た
く

郎ろ
う

選
手
の
よ
う
に
国
際
大
会
で
活
躍

す
る
選
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、「
す
る
人
」
だ

け
で
な
く
、「
見
る
人
」
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
レ
ー
す

る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い

人
も
施
設
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
そ
れ
を
後
押
し
で
き

る
よ
う
な
観
戦
イ
ベ
ン
ト
や
施
設

の
見
学
会
な
ど
の
企
画
を
、
傘
下

の
種
目
別
競
技
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
打
ち
出
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。



防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
で

犯
罪
抑
止
力
を
実
感

　

南
花
台
自
治
会
で
は
平
成
26
年

12
月
か
ら
地
区
外
と
つ
な
が
る
道

路
に
カ
メ
ラ
６
台
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
設
置
前
と
比
較
し
て
も
犯
罪

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
犯
罪
抑
止
力
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
同
時
に
設
置
し
た
告

知
看
板
も
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

よ
く
「
防
犯
カ
メ
ラ
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
が
心
配
」
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
実
際
、
映
像
は
機
械
内

部
に
記
録
さ
れ
る
だ
け
で
、
警
察

や
裁
判
所
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら

の
要
請
が
な
け
れ
ば
見
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
地
区
で
は

カ
メ
ラ
の
管
理
規
定
を
厳
格
に
運

用
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
こ
う
し
た
不
安
を
解
消
す
る

と
と
も
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
犯
罪
抑

止
力
を
活い

か
し
た
安
全
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

南花台自治会のみなさん（左か
ら高

たか

橋
は し

勇
ゆ う

司
じ

会長、森
もり

口
ぐち

眞
し ん

典
す け

さ
ん、向

むか

平
ひ ら

健
た け

伸
の ぶ

副会長）

ご存じですか？緊急通報システム
　65歳以上の一人暮らしの高齢者などが、急病時や健康に関
する相談を行いたい時に、ボタンを押すだけで、市が委託して
いる警備会社（A

ア ル ソ ッ ク

LSOK）の受信センターや健康相談センター
に直接つながり、緊急対応要員の出動や消防への通報、健康相
談などの対応を365日24時間実施します。また、自宅内で生
活活動が感知できなかった場合は、安否センサーにより自動的
に受信センターに通報が届き、緊急対応要員が出動し安否を確
認します。装置は電話回線があれ
ば設置が可能です。利用するには
緊急連絡先の登録や自宅の合鍵を
預ける必要があります。また、利
用料が発生する場合がありますの
で、詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　いきいき高齢課

◉５事業者と一人暮らし等の見守り活
動に関する協定を締結
　市では１月29日、大阪いずみ市民生
活協同組合と置き薬などの布亀株式会
社（写真①）、河内長野ガス株式会社、
大阪ガス株式会社、関西電力株式会社
（写真②③）の５事業者と一人暮らし等
の市民の「孤立死」を未然に防止する
ことを目指す協定を締結しました。市で
はこれら５社および既に締結している
事業者と連携しながら、安全・安心の
まちづくりをさらに進めていきます。

　友達に教えてもらって緊急通報シ
ステムを設置しました。それまでは、
一人暮らしで不安でしたが、今は、
万が一何かあれば緊急対応の人にか
けつけてもらえます。いつも見守ら
れているという感覚があるので、高
齢者の一人暮らしには心強いです。

単
身
世
帯
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

■
増
え
続
け
る
単
身
世
帯

　

高
齢
化
や
未
婚
者
の
増
加
な
ど

単
身
世
帯
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
国
勢
調
査
（
平
成
22
年
）
に

よ
る
と
本
市
の
65
歳
以
上
の
人
の

割
合
が
25
％
、
単
身
世
帯
も
全
体

の
２
割
に
近
く
、
そ
の
半
分
を
高

齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

■
安
否
確
認
の
体
制
を
強
化

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
の
安
否
確
認
の
手
順
を
定

め
た
取
り
組
み
方
針
（
下
図
）
を

作
っ
て
い
ま
す
。
同
方
針
で
は
、

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
の
窓
口
を

生
活
福
祉
課
に
一
本
化
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
状
況
に
応
じ
て

担
当
課
の
職
員
が
実
際
に
訪
問
し

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。
同
時
に

関
係
課
が
連
携
し
て
住
民
登
録
や

医
療
・
水
道
の
利
用
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。
訪
問
し
た
職
員
が

異
変
を
確
認
し
、
緊
急
性
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、
警
察
や
消

防
に
連
絡
し
て
対
応
を
協
議
し
、

安
否
が
確
認
で
き
る
ま
で
継
続
し

て
関
わ
り
ま
す
。

■
日
常
的
な
見
守
り
体
制
を
強
化

　

自
治
会
（
町
会
）
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
地
区
福
祉
委
員
な
ど

に
よ
る
地
域
の
見
守
り
活
動
に
加

え
、
市
で
は
広
報
紙
の
配
送
業
者
、

郵
便
局
、新
聞
販
売
店
、水
道
検
針
、

最
近
で
は
生
協
、
置
き
薬
、
ガ
ス
、

電
気
（
左
記
事
参
照
）
な
ど
の
民

間
事
業
者
が
日
常
業
務
で
異
変
を

発
見
し
た
場
合
に
通
報
し
て
も
ら

う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る

事
業
者
と
協
議
を
進
め
、
見
守
り

体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

◉安否確認の手順◉
地域住民、事業者など

生活福祉課 社会福祉協議会
民生委員・
児童委員など

安否確認（緊急性がある場合は警察・消防と対応を協議）

情報提供

担当課の決定
関係課から情報集約

連絡

明らかな異常（人が倒れている・強烈な異臭が
する）があるときはすぐに警察・消防へ連絡を。

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る

■
防
犯
灯
の
新
設
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　

市
で
は
事
故
の
未
然
防
止
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
な
ど
を
目
的
と

し
て
、自
治
会
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

防
犯
灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
で
維
持
管
理
し

て
い
る
防
犯
灯
の
電
気
代
の
一
部
を

市
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
か
ら
30
年

度
の
５
か
年
で
自
治
会
の
防
犯
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
事
業
を
進
め
て
お

り
、
平
成
28
年
１
月
現
在
、
40
％
の

防
犯
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進　

　

市
内
の
街
頭
犯
罪
、
侵
入
盗
な

ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関
す
る
基
準

に
基
づ
き
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
新
た

に
設
置
す
る
自
治
会
な
ど
に
対
し
、

設
置
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
末
現
在
、
駐
輪

場
や
駅
前
な
ど
に
設
置
し
た
市
の

防
犯
カ
メ
ラ
は
26
台
、
市
が
補
助

し
た
自
治
会
設
置
の
カ
メ
ラ
が
83

台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
場
合
は
、「
自
治
会
内
の
総
意

を
得
る
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

す
る
」
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
そ
の
他
の
防
犯
事
業

　

市
で
は
防

犯
事
業
と

し
て
、
自
主

防
犯
活
動
へ

の
補
助
、
安

全
安
心
パ

ト
ロ
ー
ル
や

防
犯
声
か

け
運
動
へ
の

ス
テ
ッ
カ
ー

や
ベ
ス
ト
・
腕
章
の
貸
与
の
ほ
か
、

防
犯
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
地
域

の
自
主
的
な
防
犯
活
動
の
啓
発
・

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
治
振
興
課

❶

❷ ❸

一人ではないという感覚に
（高向在住81歳 女性）

トイレや枕元では
携帯ボタンで対応

6市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶7 広報かわちながの●平成28年（2016）３月号

　本市は平成 27 年中の全刑法認知件数から換算した犯罪率が、府内 33 市中で最も低い市となりまし
た。これは市が実施している犯罪を防ぐ取り組みに加え、市民のみなさんの防犯活動や地域の自主防
犯組織の活動などによるものです。
　一方、少子高齢化による一人暮らし世帯も年々増加しており、市では孤立死などを未然に防止する
ことを目的に新聞販売店や電気、ガスなどの民間事業者と見守り活動に関する協定を締結するなど安
否確認の体制を強化しています。
　今回、市が実施している様々な施策を紹介することで、より一層市民のみなさんに活用いただき、
犯罪や孤立死のない安全安心のまちを目指していきます。

◉今月の焦点２  

安全安心のまちを目指して



8市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶9 広報かわちながの●平成28年（2016）３月号

◉今月の焦点３  東日本大震災から５年を迎えて

東日本大震災の被災地では、
復旧・復興に向けた懸命の取り組みが続いています。

５年を迎えようとする中で、復興をさらに加速させるために、
観光などによる交流人口の拡大が求められています。
「温泉・おいしい食事・美しい景色」を楽しむことが
東北を元気にしますので、旅行を計画してみませんか。

ここでは、岩手県の観光地や市がカウンターパートナーと
している大槌町への取り組みなどを紹介します。

■
未
使
用
テ
レ
カ
を
義
援
金
に

　

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
平
成

23
年
に
、
未
使
用
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド（
テ
レ
カ
）を
活
用
し
、
義
援
金

を
大
槌
町
に
送
る
支
援
事
業
を
実

がんばれ東北！！
～岩手県を巡ってみませんか～

久慈

宮古盛岡

釜石

大槌町

盛

❶
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線

❶
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

青
森
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

❷

❸

❹

蓬莱島

一度は行ってみたい岩手県の観光スポットと大槌町

市
の
今
ま
で
の
取
り
組
み

施
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
テ
レ
カ

は
１
１
９
４
枚
、
金
額
に
し
て
５

８
１
万
９
７
８
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
府
立
長
野
高
校
の
生
徒
ら

の
協
力
で
、
テ
レ
カ
を
提
供
い
た

だ
い
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
と
被
災

地
へ
の
支
援
の
気
持
ち
を
形
で
表

す
た
め
、
テ
レ
カ
で
壁
画
を
制
作

し
ま
し
た
。

■
憩
い
と
安
ら
ぎ
を

　

震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
平

成
24
年
５
月
に
、
憩
い
と
安
ら
ぎ

を
大
槌
町
へ
届
け
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
フ
ル
ル
花
と
福
祉
の
地
域
応

援
ネ
ッ
ト
や
市
民
公
益
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
メ
ン
バ
ー
や
、
市
職
員
な
ど
が

大
槌
町
を
訪
問
。
テ
ラ
コ
ッ
タ
ド
ー

ル
や
古
着
を
裂
い
て
編
ん
だ
マ
ッ

◀井上ひさしさんの「ひょっこりひょうたん島」のモデルと言わ
れる蓬

ほう

莱
らい

島
じま

（大槌町▷場所は下の地図参照）

東日本大震災への
義援金は受付中です

■3月 31日まで
　市では、次の施設
に募金箱を設置して
います。市民のみな
さんのご協力をお願いします。平成
28年２月５日現在、義援金の累計金
額は4425万1702円になりました。
なお、義援金は日本赤十字社を通し
て被災地へ送られます。
設置場所　市役所生活福祉課、各
公民館、図書館、キックス、ラブ
リーホール、保健センター、くす
のかホール、三日市窓口センター、
福祉センター錦渓苑、市民総合体
育館、みのでホール、障がい者福
祉センターあかみね、子ども・子
育て総合センターあいっく、社会
福祉協議会、林業総合センター「木
根館」、岩湧の森「四季彩館」、滝
畑ふるさと文化財の森センター
※各施設の開館時間中の受付とな
ります▷領収書が必要な場合は生
活福祉課か社会福祉協議会へ。
問い合わせ　生活福祉課・社会福
祉協議会（☎ 65-0133）

❹平泉（西磐井郡平泉町）
　12世紀に奥州藤原氏が平和の祈りをこめ
て築いた平泉は、平成23年 6月に世界文
化遺産に登録。四季折々の美しさをみせる
中尊寺、毛越寺などゆっくりと巡ってみては。

❶三陸鉄道（北リアス線・南リアス線）
　岩手の沿岸を走るローカル鉄道。東
日本大震災津波で大きな被害を受けた
が、平成26年4月に全線運行再開した。
ドラマ「あまちゃん」にも登場し話題に。

❷奇跡の一本松（陸前高田市）
　高田松原にあった約7万本の松林のうち、
東日本大震災津波で１本だけ残った松が
「奇跡の一本松」として復興のシンボルに。

❸岩手山と一本桜（岩手郡雫石町）
　小岩井農場は120年余の歴史をもつ日
本最大級の民間農場。自然体験プログラ
ムやグルメが人気で、春には岩手山を背
景に咲き誇る一本桜で知られる。

　
「
支
援
の
気
持
ち
を
形
に
で
き

れ
ば
―
―
」。
そ
ん
な
思
い
で
、
み

な
さ
ん
か
ら
河
内
長
野
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
の
活
用
を
検
討
し
て
い
た
時
、

大
槌
町
の
大
槌
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
楽
器
が
東
日
本
大
震
災
・
津
波

の
た
め
に
一
部
流
出
し
た
こ
と
を

知
り
、
楽
器
を
贈
る
こ
と
に
。
そ

れ
も
あ
っ
て
、
毎
年
10
月
に
開
催

さ
れ
て
い
る
定
期
演
奏
会
を
無
事

行
う
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

楽
器
の
提
供
だ
け
で
は
、
こ
ち

ら
か
ら
の
一
方
通
行
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
次
に
私
た
ち
は
、
大
槌

中
学
校
の
生
徒
た
ち
を
招
待
す
る

こ
と
で
交
流
が
生
ま
れ
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
計
画
が
決
ま

り
、
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
よ

う
と
、「
大
槌
町
を
支
援
す
る
河

内
長
野
市
民
の
会
」
を
結
成
。
ラ

ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
地
元
中
学
・
高

校
の
音
楽
ク
ラ
ブ
の
友
情
出
演
の

下
で
開
催
し
た「
絆
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
は
、
37
人
の
大
槌
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
の
素
晴
ら
し

い
演
奏
と
、
き
び
き
び
し
た
態
度

に
約
１
３
０
０
人
の
聴
衆
は
感
動

し
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
決
し
て
押
し
付
け
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」。
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
、
私
た
ち
は
そ
う
考
え
て

い
ま
す
。
実
際
に
現
地
に
行
っ
て

話
す
中
で
得
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
か

ら
生
ま
れ
た
市
内
で
の
「
大
槌
町

の
物
産
販
売
」
や
「
大
槌
町
の
方

の
講
演
会
・
絵
画
展
示
会
」
な
ど

の
活
動
が
、
大
槌
町
・
震
災
に
つ

い
て
の
市
民
の
理
解
に
寄
与
で
き

て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
見
る
も
の

と
現
地
で
感
じ
る
も
の
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
。た
く
さ
ん
の
人
に
、

ぜ
ひ
一
度
大
槌
町
へ
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
き
っ
と
十
人
十

色
の
感
じ
方
が
あ
る
は
ず
で
す
。

 

支
援
か
ら
交
流
へ

ト
、
花
の
文
化
園
が
品
種
改
良

し
た「
復
興
ダ
リ
ア
」の
花
の
苗
、

「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ラ
コ
ッ
タ
ド
ー
ル
や
マ
ッ
ト

づ
く
り
、
た
こ
焼
き
の
振
る
舞

い
な
ど
を
催
し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課

■
市
職
員
を
派
遣

　
震
災
直
後
に
緊
急
消
防
援
助

や
救
援
物
資
の
仕
分
け
、
避
難

所
運
営
の
支
援
、
給
水
支
援
の

た
め
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら

は
毎
年
度
、
職
員
１
人
を
長
期

（
１
年
）
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課

▲壁画は日本地図上で河内長野市と大槌町を
結ぶデザイン（縦2.7㍍、横5.4㍍）

大槌町を支援する河内長野市民の会
会長  石

いし

倉
くら

保
やす

彦
ひこ

さん（右）　副会長  生
お い じ

地孝
こう

至
じ

さん
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３月６日㈰は河川一斉清掃

マイナンバーカードの
お知らせ
問い合わせ　市民窓口課

私たちの
川を美しく

と
き　
３
月
６
日
㈰
午
前
９
時
〜
10
時

（
宮
山
橋
は
11
時
ま
で
）▽
荒
天
中
止

集
合
　
石
川
＝
落
合
橋
（
長
野
町
）・

千
代
田
橋
（
汐
の
宮
町
）・
町
井
橋（
高

向
）・
宮
山
橋
（
高
向
）・
谷
口
橋
（
日

野
）・
新
関
屋
橋
（
滝
畑
）・
西
條
大

橋
上
流
（
栄
町
）、西
除
川
＝
高
橋（
下

里
町
）・
金
剛
寺（
天
野
町
）、加
賀
田

川
＝
車
作
橋
（
加
賀
田
）、
天
見
川
＝

高
橋
（
岩
瀬
）・
出
合
橋
（
天
見
）・

新
喜
多
橋
（
大
師
町
）、
石
見
川
＝
葛

野
橋
（
神
ガ
丘
）・
鳩
原
橋
（
鳩
原
）・

新
町
町
内
会
館
（
石
仏
）

※
当
日
は
作
業
の
で
き
る
服
装
で
参

加
を
▽
軍
手
、
ご
み
袋
な
ど
の
清
掃

用
具
は
市
で
用
意
▽
メ
イ
ン
会
場
と

な
る
宮
山
橋
で
は
、「
水
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
講
演
会
」（
午
前
10
時

か
ら
）
や
各
種
展
示
を
行
い
ま
す
▽

実
施
の
有
無
の
問
い
合
わ
せ
は
当
日

午
前
７
時
〜
７
時
30
分
に
環
境
政
策

課
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課

■
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が

ま
だ
の
人
は
市
役
所
へ
問
い
合

わ
せ
を

　

受
取
人
不
在
な
ど
の
理
由
で

配
達
で
き
な
か
っ
た
通
知
カ
ー

ド
が
市
役
所
に
返
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
カ
ー
ド
を
受
け
取

ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
市
役
所

に
返
送
さ
れ
て
い
る
か
事
前
に

確
認
の
上
、
受
け
取
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

受
取
方
法　

本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
写
真
付
き
の
場
合

は
１
点
▽
写
真
付
き
で
な
い
場
合

は
２
点
）
を
持
っ
て
市
民
窓
口
課
へ

※
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
は
、

通
知
カ
ー
ド
名
義
人
の
本
人
確
認

書
類
と
併
せ
て
、
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類
と
委
任
状
の
提
出
が
必

要
で
す
。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

は
は
が
き
が
届
い
て
か
ら

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

を
い
た
だ
い
た
人
に
カ
ー
ド
の
準

備
が
で
き
次
第
、
市
か
ら
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書

発
行
通
知
書
兼
照
会
書
」（
は
が

き
）
を
送
付
し
ま
す
。

受
取
方
法　

は
が
き
に
記
載
さ
れ

た
書
類
を
持
っ
て
市
民
窓
口
課
へ

※
詳
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
送
付
時

の
案
内
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
個

人
番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」
で

検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教育立市宣言シリーズ●69

学びを支えるOnlyかわちながの

教育委員会表彰
平成 27年度教育委員会表彰式が２月 24日に行われました。

教育委員会表彰は、文化活動やスポーツ分野などで優秀な成績を収め、公募などにより
推薦された個人や団体の中から、教育委員会表彰規程に基づいて審査会で
審査のうえ、１月定例教育委員会の議決を経て表彰するものです。
晴れの受賞者は次のみなさんです（氏名・団体名は順不同）。

問い合わせ　教育総務課

◎
個
人
の
部

上う
え

野の

永は
る

珂か

さ
ん
（
天
野
小
５
年
、
料
理
）

寺て
ら

地ち

茜あ
か
ね

さ
ん
（
東
中
３
年
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

谷た
に

川か
わ

実み

優ゆ

さ
ん
（
千
代
田
中
３
年
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
）

簑み
の

田だ

圭け
い

太た

さ
ん
（
千
代
田
中
３
年
、
水
泳
）

悦え
っ

過か

大だ
い

知ち

さ
ん
（
西
中
２
年
、
水
泳
）

山や
ま

田だ

未み

優ゆ

さ
ん
（
南
花
台
中
１
年
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
）

東あ
ず
ま

大だ
い

地ち

さ
ん
（
美
加
の
台
中
２
年
、
レ
ス
リ
ン
グ
）

今い
ま

永な
が

虎た
い

雅が

さ
ん
（
奈
良
県
立
王
寺
工
業
高
１
年
、
ボ
ク
シ
ン
グ
）

金か
な

戸と

輝あ
か
り

さ
ん
（
金
蘭
会
高
２
年
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

新に

居い

良り
ょ
う

介す
け

さ
ん
（
大
阪
桐
蔭
高
３
年
、
ラ
グ
ビ
ー
）

辻つ
じ

惇あ
つ

朗ろ
う

さ
ん
（
常
翔
学
園
高
３
年
、
ラ
グ
ビ
ー
）

金か
ね

子こ

卓た
く

哉や

さ
ん
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

堀ほ
り

野の

正た
だ
し

さ
ん
（
棒
高
跳
び
）

◎
団
体
の
部

長
野
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

清
教
学
園
中
学
校
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

河
内
長
野
青
年
会
議
所

（
小
学
生
の
心
身
の
鍛
錬
な
ど
へ
の
貢
献
）

小中学生に手書きの年賀状を作ることで「書く力」を高め、コミュニケーションの楽しさを感じて
もらおうと開催した「年賀はがきコンクール」（河内長野郵便局共催）。３年後の自分自身や、郷土
の偉人・高

たか

向
むこの

玄
くろ

理
まろ

に、メッセージやふるさと河内長野の好きなところ、新年の抱負などを描いた年
賀状を出そうと呼び掛けたところ、２回目となる今回は 1621 点の応募がありました。
審査の結果、市長賞に川

かわ

路
じ

流
る

菜
な

さん（楠小１年、❶）、教育長賞に小
お

上
がみ

珠
たま

貴
き

さん（千代田中３年、❷）
の作品が選ばれ、19 点が入賞しました。
問い合わせ　学校教育課

年
賀
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

※「教育立市宣言シリーズ」は今回で終了します。ご愛読ありがとうございました。

❶ ❷
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

検
診
内
容
・
対
象　

大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
各
検
診
＝
40

歳
以
上
の
市
民
、
乳
が
ん
検
診
＝

40
歳
以
上
で
平
成
28
年
度
に
奇
数

年
齢
に
な
る
か
平
成
27
年
度
に
未

受
診
の
女
性
市
民

と
き　

４
月
15
日
㈮
・
19
日
㈫
、

５
月
６
日
㈮
・
27
日
㈮
▽
午
前
中

（
乳
が
ん
検
診
の
み
受
診
の
場
合

は
午
後
）
に
実
施
▽
定
員
あ
り

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

費
用　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
＝
各

５
０
０
円
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
＝

各
１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
免

除
制
度
あ
り
。

申
し
込
み　

３
月
９
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）
▽

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
可

※
個
別
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き

ま
す
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

糖
尿
病
予
防
相
談

対
象　

血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
が
高
め
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・

９
％
未
満
）
で
、
治
療
を
受
け
て

い
な
い
市
民

と
き　

３
月
17
日
㈭
、
４
月
19
日

㈫
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
相
談

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

健
康
づ
く
り
推
進
員
と

楽
し
む
催
し
・
教
室

■
ち
ょ
こ
っ
と
ハ
イ
ク
〜
春
風
に

さ
そ
わ
れ
て
〜

と
き　

３
月
９
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜

高齢者

す
こ
や
か
体
操
教
室

■
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
話
と

体
操

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

と
き
・
と
こ
ろ　

①
３
月
22
日
㈫

＝
キ
ッ
ク
ス
、
②
25
日
㈮
＝
三
日

市
市
民
ホ
ー
ル
（
フ
ォ
レ
ス
ト
三

日
市
内
）
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
▽
①
②

い
ず
れ
か
の
み
）

申
し
込
み　

３
月
７
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
課
へ

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
高
齢
課

自
宅
で
で
き
る

健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

体
力
・
筋
力
が
低
下
し
、
外
出

が
難
し
い
人
に
、
健
康
づ
く
り
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

対
象　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民

内
容　

保
健
師
が
週
１
回
、
理
学

療
法
士
が
月
１
回
訪
問
（
期
間
は

３
か
月
）

申
し
込
み　

電
話
で
い
き
い
き
高

齢
課
へ

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
高
齢
課

高
齢
者

健
康

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

いきいき介護教室
■ミニサロン～コタツでほっこり梅見物～
対象　家族の介護をしている市内在住者
とき　３月９日㈬午前11時～午後１時
ところ　府立花の文化園
※入園料（大人500円）が必要。
申し込み・問い合わせ　
西部地域包括支援センター（☎56-6600）

認知症家族の会のつどい
対象　認知症の人を介護している家族
とき　４月２日㈯、６月４日㈯午後１時30分
～３時30分
ところ　ノバティホール（ノバティながの南館内）
参加費　400円（河内長野家族の会会員は無料）
※認知症の人も一緒に参加できます▷介護を
希望する場合はご相談を。
申し込み・問い合わせ　同会の濱名さん（☎
63-2602）、富岡さん（☎53-9858）

休日急病診療所
菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
診療科目　内科（日曜日・祝休日は歯科も）
※小児科診療（中学生以下）は行っていません。
受付時間　土曜日=午後６時～８時40分、
日曜日・祝休日=午前10時～11時 40分
と午後１時～３時40分
※健康保険証を必ず持参してください。

小児科診療は、河内長野市を含む近隣３市２町１村
共同で医師の確保を行い、数少ない小児科医の協
力のもと実施しています▷日曜日、祝休日の小児科
（中学生以下）は富田林病院（☎29-1121）へ。

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談

相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）

時間 午後２時～
４時

午前10時～
正午

午前10時～
正午

担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士

場所 保健センター
※希望者は直接会場へ▷栄養相談は電話で保健
センターへ申し込みを。

３月は自殺対策強化月間

　国内の自殺者は年間25,000 人前後で、府内でも約
1,400人が亡くなっています。自殺は身近にある問題で
す。社会全体で支え合い、大切な命を守りましょう。
▶気づき＝変化に気づき声をかける　▶傾聴＝本人の気持
ちを尊重し耳を傾ける　▶つなぎ＝早めに専門家に相談す
るよう促す　▶見守り＝温かく寄り添いじっくりと見守る
■一人で悩まず相談を
◎こころの電話相談
（☎06-6607-8814▷平日
午前９時30分～午後５時）
◎関西いのちの電話
（☎06-6309-1121▷24時間）
問い合わせ　
府こころの健康総合センター（☎06-6691-2818）

▽
雨
天
中
止
）

集
合
・
解
散　

保
健
セ
ン
タ
ー

行
き
先　

烏
帽
子
形
城
跡
（
約
６

㌔
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
当
日
直
接
集
合
場
所
へ
。

■
体
操
教
室
〜
何
歳
に
な
っ
て
も

自
分
で
動
け
る
体
づ
く
り
〜

と
き　

３
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

３
月
７
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

健康

主な会員種別 月会費（税込み）
①レギュラー会員（開館時間内はすべて利用可） 6,000円
②ホリデーナイト会員（月～金曜日午後６時～
10時、土曜日午前10時～午後10時、日曜日・
祝休日午前10時～午後７時のみ利用可）

5,000円

③子どもスイミングスクール会員 4,000円
※会員の対象は①②が高校生以上、③が中学生以下▷①②
はプール・ジム・フィットネススタジオの施設と、それらを
使ったプログラムレッスンがすべて利用できます。
※１回利用の条件（プール・ジムそれぞれで利用料が必要）・
金額（一般600円）などに変更はありません。

◉健康支援センター◉

４月から利用を再開します
　健康支援センター（ウェルネスフォレスト三日市）の
臨時休館について、利用者のみなさんに大変ご迷惑を
おかけしておりますことを深くお詫び申し上げます。
　市では、平成17年度から当施設の指定管理者として
一般財団法人健康管理・開発センターに運営管理を行
わせてきましたが、昨年11月～今年１月分の共益費を
滞納したことなどにより、同財団による適正な施設運営
は困難と判断し、１月31日付で指定を取り消しました。
　なお、４月１日から新たな事業者（Ｈ

ホ ス

ＯＳグループ）
により利用を再開します（入会手続きなどは右記参照）。
今後は事業者の経理・運営状況調査を強化するととも
に、現場を把握し、事業者と共により良い施設を目指し
てまいりますので、再開後も引き続きご利用くださいま
すようお願い申し上げます。
問い合わせ　保健センター（☎55-0301）

◉三日市市民ホール◉
申し込み窓口を変更しています

３月末までの利用申し込み窓口　①月～金曜日＝市役所
自治振興課、②月曜日・木曜日～日曜日＝三日市窓口セ
ンター▷時間はいずれも午前９時～午後５時30分（祝
休日は除く）▷予約システムの利用者登録は①のみ
※同ホールの電話は使用できません。
問い合わせ　自治振興課

入会受付を開始します
受付　３月１日（子どもスイミングスクール会員は
15日）から健康支援センターへ（時間は午前10
時～午後７時〈土・日曜日は午後５時まで〉▷３月
８日㈫・30日㈬・31日㈭は休館）
入会に必要なもの　①初回登録料（200円）、②初
月分の月会費（下表参照）、③振替口座の通帳また
はキャッシュカードと届出印、④公的な身分証明書、
⑤会員証（所有者のみ）
■説明会を実施します
とき　３月２日㈬～28日㈪で次のとおり（１時間程度）
月・水・金曜日＝午前10時～、午後１時～、６時～
日曜日＝午前10時～、午後１時～、３時～
内容　会員システムや各プログラムの説明など
※当日直接健康支援センターへ。
問い合わせ　健康支援センター（☎62-1919▷３月
１日から）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
育
児
講
座
「
こ
ん
な
時
ど
う
す

る
？
」
〜
女
性
救
命
士
と
学
ぶ 

マ
マ
が
で
き
る
応
急
手
当
〜

▼
対
象　

市
内
在
住
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
（
保
護
者
の
み
の
参

加
も
可
）　

▼
と
き　

３
月
15
日

㈫
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
定

０
０
１
５
本
町
24
の
１
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
５
階
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
２
月
29
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

■
ベ
ビ
ー
タ
イ
ム
お
休
み
の
お
知
ら
せ

３
月
７
日
㈪
午
後
の
ベ
ビ
ー
タ
イ

ム
（
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー
）
は

会
場
の
都
合
で
開
催
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50・
４
６
６
４
、℻
50
・
４
６
６
５
）

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

①
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

３
月
９
日
㈬
午
後
１
時
15

分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

②
か
み
か
み
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

３
月
11
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

員　

15
組
（
抽
選
）　

▼
就
学
前

の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り
（
定

員
15
人
）　

❷
育
児
講
座
「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ

ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
〜
怒
ら
な
い
子

育
て
・
し
つ
け
を
学
ぼ
う
〜
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者　

▼
と
き　

３
月
22

日
㈫
・
29
日
㈫
午
前
10
時
15
分
〜

午
後
０
時
15
分（
２
回
シ
リ
ー
ズ
）

▼
定
員　

12
人
（
抽
選
）　

▼
就

学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

（
定
員
12
人
）

❸
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

③
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　

市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

３
月
18
日
㈮
午
前
９
時
40

分
〜

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

①
〜
③
の
申
し
込
み　

い
ず
れ
も

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　

０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本（
約

３
０
０
冊
）を
、自
由
に
手
に
と
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す（
貸

出
可
）。

と
き　

３
月
７
日
㈪
・
28
日
㈪
、

４
月
４
日
㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

図
書
館

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

「
い
ち
・
に
・
の
ジ
ャ
ン
プ
！
」

　

子
ど
も
に
は
親
子
遊
び
や
集
団

遊
び
、保
護
者
に
は
ス
タ
ッ
フ（
保

育
士
・
保
健
師
・
心
理
相
談
員
）

に
よ
る
個
別
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

対
象　

毎
日
の
育
児
の
中
で
「
こ

と
ば
が
遅
い
」「
落
ち
着
き
が
な

い
」
な
ど
の
心
配
ご
と
が
あ
る
市

内
在
住
の
親
子
（
子
ど
も
は
お
お

む
ね
２
歳
〜
４
歳
）

と
き　

４
月
〜
９
月
（
子
ど
も
の

年
齢
に
応
じ
て
曜
日
を
設
定
、
時

間
は
午
前
10
時
〜
正
午
）

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く
な
ど

申
し
込
み　

３
月
７
日
〜
11
日
に

電
話
で
あ
い
っ
く
へ
（
受
付
時
間

は
午
後
１
時
〜
５
時
）

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
７
１
）

く
ろ
ま
ろ
キ
ッ
ズ
で
学
ぼ
う

　

市
民
大
学
「
く
ろ
ま
ろ
塾
」
の

小
中
学
生
版
「
く
ろ
ま
ろ
キ
ッ

ズ
」
の
認
定
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
に

子育て

参
加
す
る
と
も
ら
え
る
「
く
ろ
ま

ろ
キ
ッ
ズ
シ
ー
ル
」
を
集
め
て
応

募
い
た
だ
く
と
、
１
年
間
の
成
果

と
し
て「
く
ろ
ま
ろ
キ
ッ
ズ
証
書
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
集
め
た
シ
ー
ル
を
応
募
し
よ

う
！

　

平
成
27
年
度
に
集
め
た
シ
ー
ル

の
応
募
期
間
は
４
月
１
日
〜
16
日

（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。
応
募
い

子
育
て

教育・文化

た
だ
い
た
中
か
ら
抽
選
で
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

教
育
・
文
化

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

３
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11

時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❹
育
児
講
座「
親
子
で
作
ろ
う
！
手

作
り
お
も
ち
ゃ
〜
く
ね
く
ね
へ
び
〜
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
平
成
19
年

４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

３
月
29
日
㈫
午
前
10
時

30
分
〜
正
午　

▼
定
員　

10
組

（
抽
選
）　

▼
材
料
費　

10
円
程
度

❺
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で

情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年

11
月
１
日
〜
平
成
28
年
２
月
10
日

生
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

４
月
４
日
㈪
・
11
日
㈪
・

18
日
㈪
・
25
日
㈪
午
後
１
時
〜
３

時
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）　

▼
定
員　

14
組

❻
親
子
で
あ
そ
ぼ

　

親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼

と
き　

４
月
７
日
㈭
・
14
日
㈭
・

21
日
㈭
・
28
日
㈭
、
５
月
12
日
㈭

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
45
分
（
５

回
シ
リ
ー
ズ
）　

▼
定
員　

12
組

（
抽
選
・
初
参
加
者
優
先
）

❼
双
子
・
年
子
育
児
中
マ
マ
の
交

流
会

▼
対
象　

就
学
前
の
多
胎
児
や
年

子
と
そ
の
保
護
者
（
多
胎
児
を
妊

娠
中
の
人
や
保
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）　

▼
と
き　

３
月
７
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日

直
接
会
場
へ

❽
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
交
流
会

▼
対
象　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
情
報
が

欲
し
い
保
護
者
と
就
学
前
の
子
ど

も
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▼
と
き　

３
月
10
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❾
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

▼
対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

３
月
25
日

㈮
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
（
雨
天

中
止
）　

▼
と
こ
ろ　

美
加
の
台

第
１
公
園　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❶
〜
❻
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番
号
、

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し

名
を
記
入
し
て
３
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー

地域の子育て 集いの広場
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したり
する場所です。会場や内容など詳しくは問い合わせを。
◉子育てわいわいルーム

場所 開催日 問い合わせ
三日市公民館 ３月９日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ３月 18日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ３月 23日㈬ ☎ 63-1131
加賀田公民館 ３月 25日㈮ ☎ 62-2116

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と３月７日㈪・14日㈪午前
10時～午後３時30分
３月14日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午前
11時 30分～）、24日㈭は「でんでん太鼓を作
ろう！」（午前10時30分～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
３月29日㈫は「春の遠足」をします（午前11時～午後
１時▷先着７組▷参加費100円▷弁当持参▷要予約）。

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催
しています。詳しくはあいっく (☎ 50-4664) へ問い合わせを。

写真は「焚き火・焼き芋『ほかほか・ホクホク』体験」の様子
（18ページに関連記事）

スタジオキャッツアイが全国大会で優勝
　「スタジオ キャッツアイ ジュニア」が12月に千葉県で開催され
た「第43回バトントワーリング全国大会」（（一社）日本バトン協会
主催）に出場し、U-12の部（バトン編成）で優勝を果たしました。
１月13日、同チームの選手・関係者が市役所を訪れ、芝田市長に
喜びの声を伝えました。
問い合わせ　文化・スポーツ振興課

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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し
尿
く
み
取
り
定
額
手
数
料
が

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

　

し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の
定
額

手
数
料
を
１
人
月
額
３
６
０
円
か

ら
４
８
０
円
に
改
定
し
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
４
月
１
日
以
降
の
同

手
数
料
の
支
払
い
に
は
、
新
た
に

発
行
す
る
額
面
２
４
０
円
の
定
額

券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

額
面
１
８
０
円
の
現
行
定
額
券
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
額
面
60
円
の

■
新
規
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

資
源
集
団
回
収
と
は
、
自
治
会

や
こ
ど
も
会
な
ど
事
前
に
環
境
衛

生
課
に
登
録
し
て
い
る
団
体
が
、

古
紙
類
、
古
布
類
、
金
属
類
を
定

期
的
に
回
収
し
、
再
生
業
者
に
引

き
渡
し
て
い
る
場
合
、
１
㌔
㌘
あ

た
り
３
円
の
助
成
金
を
登
録
団
体

に
交
付
す
る
も
の
で
す
。
今
後
資

源
集
団
回
収
を
予
定
し
て
い
る
団

体
や
、
す
で
に
実
施
中
で
ま
だ
登

録
し
て
い
な
い
団
体
は
、
同
課
へ

登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

水
質
検
査
計
画
を
策
定

　

水
道
事
業
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
安
全
で
良
質
な
水
を
お
届

け
す
る
た
め
、
水
質
検
査
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
こ
の
検
査
内
容
を
ま
と
め
た

平
成
28
年
度
水
質
検
査
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
同
計
画
は
経
営
総

務
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
計
画
へ
の
意
見
を
募
集

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
検

査
計
画
に
対
す
る
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
同
計
画
は
意
見
を

参
考
に
見
直
し
を
予
定
し
て
お

り
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
検

差
額
券
と
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
新
定
額
券
は
、
し
尿
く

み
取
り
券
販
売
所
や
市
役
所
市
民

窓
口
課
・
環
境
衛
生
課
で
３
月
14

日
か
ら
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

※
３
月
１
日
（
新
定
額
券
は
14
日
）

か
ら
環
境
衛
生
課
で
も
し
尿
く
み

取
り
券
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

討
し
、
検
査
計
画
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

意
見
は
３
月
１
日
〜
７
日
に
フ
ァ

ク
ス
（
℻
53
・
１
１
５
２
）
か

電
子
メ
ー
ル
（suidou@

city.
kaw
achinagano.lg.jp

）
で
水

道
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課

給
水
装
置
工
事
は

市
指
定
工
事
店
で

　

給
水
装
置
の
工
事
は
、
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定

工
事
店
）
で
施
工
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
１
月
末
現
在
、

３
５
２
社
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
指
定
工
事
店
の
一

覧
表
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
経

営
総
務
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
経
営
総
務
課

申
請
な
ど
の
手
続
き
は

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

　

３
月
か
ら
５
月
は
、
転
入
・
転

出
手
続
き
な
ど
で
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
。
特
に
、
３
月
中
旬
か
ら
４

月
上
旬
の
期
間
や
月
曜
日
、
祝
休

日
の
翌
日
は
大
変
混
雑
し
、
手
続

き
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
請
な
ど
の
手
続
き
は
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
三
日
市
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
ご
利

用
を

　

三
日
市
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

土
曜
日
、
日
曜
日
に
は
一
部
取
り

扱
い
を
で
き
な
い
証
明
が
あ
る
の

で
ご
注
意
を
。
問
い
合
わ
せ
は
同

セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
１
４
０
１
）へ
。

業
務
日
時　

月
曜
日
、
木
〜
日
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
祝
休
日
を
除
く
）

■
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
続
き
も

お
早
め
に

　

春
休
み
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
あ
る
３
月
か
ら
５
月
は
、
申

請
が
多
く
な
り
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
続
き

も
余
裕
を
持
っ
て
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

業
務
日
時　

申
請
＝
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
終

了
間
際
も
混
雑
す
る
た
め
、
早
め

の
時
間
帯
に
来
場
を
）、
交
付
＝

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

平
成
28
年
度
分
無
料
ご
み

シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
分
の
無
料
ご
み

シ
ー
ル
を
３
月
中
旬
〜
25
日
に
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
枚
数

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
届
い
た
シ
ー
ル
は
４
月
１
日

以
降
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
１
年
分
の
シ
ー
ル
を
一
括
配
布

し
ま
す
。

◎
シ
ー
ル
の
有
効
期
限
は
２
年
間

で
す
。

◎
25
日
ま
で
に
シ
ー
ル
が
届
か
な

い
場
合
は
、
環
境
衛
生
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
せ
ず
に

市
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
３
月

16
日
以
降
に
印
鑑
と
居
住
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
電

■
カ
ン・
ビ
ン
・
小
型
金
属
類・
古
布

　

こ
れ
ら
の
ご
み
は
推
奨
ご
み
袋

に
入
れ
て
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ン
・
ビ

ン
・
小
型
金
属
類
は
同
じ
袋
で
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
段
ボ
ー
ル
や
紙
袋
に
入
れ
て
出

さ
な
い
。

◎
中
身
を
空
に
し
て
洗
っ
て
か
ら

出
す
。

◎
古
布
で
汚
れ
て
い
る
も
の
は

「
も
え
る
ご
み
」
に
出
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

資
源
集
団
回
収
助
成
金
の

交
付
申
請
を

　

平
成
27
年
度
後
期
分
（
昨
年
10

月
〜
今
年
３
月
）
の
資
源
集
団
回

収
助
成
金
交
付
申
請
を
、
３
月
31

日
ま
で
に
環
境
衛
生
課
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

子育て・若年夫婦マイホーム取得補助制度を実施中
補助対象世帯　申請日現在で、次のいずれかに該当する者▶小学校就学前の
子どもがいる夫婦▶夫婦ともに 40歳未満の夫婦のみの世帯
補助対象住宅　夫婦の所有権割合の合計が２分の１以上
主な要件　夫婦の住宅ローン額の合計が 500万円以上▶世帯全員が市税の滞納を
していない▶住宅の所有権またはローン設定の登記受付日が平成26年４月１日以降
補助額　住宅ローン額 500 万円以上 1500 万円未満＝ 10万円、同 1500 万
円以上 2500 万円未満＝ 20万円、同 2500 万円以上＝ 30万円
受付期間　平成 29年３月 31日まで
※他にも要件があります▷詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　都市創生課

すまい給付金
　国土交通省では、平成 26年４月の消費税率引き上げによる住宅取得の負
担を緩和するため、すまい給付金制度を創設し、取得者に最大 30万円を給
付しています。申請には要件がありますので詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　すまい給付金事務局（☎ 0570-064-186 ▷ PHS や一部の IP
電話からは☎ 045-330-1904）

くみ取り区分 新定額券
240 円

現行定額券
180 円

差額券
60円

新定額券
（240円）での
お支払い

月１回くみ取り ２枚 － －

月２回くみ取り １枚 － －

現行定額券
（180円）での
お支払い

月1回くみ取り － ２枚 ２枚

月２回くみ取り － １枚 １枚

４月１日からの１人月額の定額手数料（１回あたり）のお支払い方法

※なお、簡易水洗トイレなどの特殊手数料は現行どおりです。

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28） 月～金曜日

（祝休日を除く）衛生処理場
（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午後１時
～３時▷衛生処理場が午前 10 時～正
午▷もったいない市会場でも回収を実
施します。
★陶磁器製・ガラス製食器以外は回収で
きません▷洗ってからの持ち込みにご
協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催します。
気に入った食器があれば、無料でお持ち
帰りいただけます。
とき　３月 24日㈭午前 10時～午後１時
ところ　市役所　

新定額券

住
宅
取
得
を

応
援
し
ま
す

暮
ら
し

暮らし

気
・
ガ
ス
の
領
収
書
な
ど
氏
名
と

住
所
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
を

持
っ
て
、
同
課
で
シ
ー
ル
の
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

資
源
ご
み
の

正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を

■
古
紙

　

新
聞（
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
）、
雑

誌
、段
ボ
ー
ル
、飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
、

雑
紙（
包
装
紙
、紙
箱
、紙
袋
な
ど
）

の
５
種
類
に
分
類
し
、
種
類
ご
と

に
十
文
字
に
ひ
も
を
か
け
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
段
ボ
ー
ル
や
紙
袋
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
出
さ
な
い
。

◎
小
さ
な
紙
類
の
場
合
は
不
要
な

紙
袋
に
入
れ
、中
身
が
出
な
い
よ
う

に
十
文
字
に
ひ
も
を
か
け
て
出
す
。

◎
紙
パ
ッ
ク
は
水
洗
い
し
、
切
り

開
い
て
出
す
。
内
側
に
ア
ル
ミ
の

つ
い
た
も
の
は
「
も
え
る
ご
み
」

に
出
す
。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　２月13日、キックスで開催された「地域まちづくり
シンポジウム」。地域課題の解決に取り組む11小学校
区の地域まちづくり協議会が集まり、各協議会の活動内
容を紹介するパネル展示などを通して、活発な情報共
有が行われました。また、各協議会に共通するテーマ「広
報」「防災」などについて、参加者が活動の悩みや工夫
を発表し、市政アドバイザーの山崎亮さんからアドバイ
スを受け、今後の取り組みへの意識を高めていました。

❶芋をおいしく焼くコツを教わる参加者　❷❸薪割りと火起こし体験の様子　❹❺上手に焼けた芋を試食

　府営長野公園（奥河内天野キャンプの森）で１月
31日、「焚

た

き火・焼き芋『ほかほか・ホクホク』体験」
（同公園管理事務所・NPO法人森林ボランティア
トモロス共催）が開催されました。
　参加した親子らは普段の生活では体験できない
薪
まき

割りや火起こしに挑戦。スタッフからそのコツや
方法を教わりながら、自分で作った焼き芋を食べ、
自然の中で色々なことが学べる時間になりました。

上手に焼けました～♪
焚き火・焼き芋「ほかほか・ホクホク」体験

❷❸ ❶

みんなで考えよう！自分たちのまち
地域まちづくりシンポジウム

Photo new
s kaw

achinagano

226 チームが健脚競う
南大阪駅伝競走大会

　南大阪駅伝競走大会（南河内地区５市１町１村教育委
員会、松原市、河南町など主催）が２月７日、富田林市
のＰＬ教団本庁内コース（６区間、計20・１㌔）で開催
されました。南河内地区から226チームが出場し、一般・
高校・中学の各男女と混成の計７部門で争われました。
市内から出場したチームの主な成績（３位以内）は次の
とおりです。
【一般男子】２位＝かわきたとゆかいな仲間たち　
【高校男子】３位＝清教学園Ａ　

❶一斉にスタートする選手たち　❷中継所でたすきを受け取
るランナー

　「子育て・孫育てフェスタ」が２月７日、キックスであり、
約300人が来場しました。家族が共に学び合い、育ち合
う家庭教育を地域全体で応援しようと、様々な活動に取
り組む23団体が集まり開催。家族で楽しめる遊びや体験、
展示のほか、「携帯・スマホ・ネットに潜む危険性」をテ
ーマにした講演会などが行われました。訪れた人たちは、
子どもたちを取り巻く様々な問題への理解を深めるとと
もに、家族や協力団体の人たちとの交流を楽しみました。

地域ぐるみで家族を応援
子育て・孫育てフェスタ

❶

❶

❷

❷

練習の成果がでたかな？
小学生ロープジャンプ大会

❶今回 1176 回を跳び優勝した「高向ファイターズ」
❷準優勝の「絆の力」の競技の様子

　２月11日、市民総合体育館で小学生ロープジャンプ
大会 (NPO法人河内長野市総合スポーツ振興会主催）
が開かれ、10チームが出場しました。
　各チームは、２人が回す長縄の中を1人ずつ次々と
入れ替わる「８の字跳び」に挑戦。1回3分の競技を
3回ずつ行い、跳んだ合計回数を競い合いました。保
護者や教員が見守る中、子どもたちは声を掛け合いな
がら、練習の成果を披露していました。

❺ ❹

まちの話題をお届けします

▲あやとりを教わる親子▲地域の取り組みをパネルにて紹介


